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本　部

能登半島地震

　お願いづとめと災救隊支援をお願いします。

おつとめ及び祭儀式のテキスト改正

　主な改正点は葬儀の祓い、玉串の取り止め、服装は教服でも可です。道友社に

て５５０円で販売します。

保安室ひのきしん者募集

　年齢６０歳未満の男性、女性も３名を随時募集します。

天理時報オンライン活用

　電子書籍も充実、時報、みちのとものバックナンバーも昭和４２年から５８年まで

閲覧でき、見出し検索できます。

食堂ひのきしん

　４月１日～１５日　浪岡部内

登殿参列について

　立教１８７年３月は登殿参列の割り当て月になっています。参列教会は、以下の

通りになっています。

　八戸、東山田、板柳、國鶴、東松島、東通、盛岡　です。



　なお、服装は、教服に白足袋です。また、袂に入るくらいの正座椅子は持ち込み

頂いても結構です。雪駄、下駄は詰所で用意しますが、ご自分で用意されても構

いません。

　※２５日夕つとめ後、当日の流れの説明をいたしますので、お集まりください。な

お、当日流れ資料を添付いたしますので、ご覧ください。

　もし、都合が悪く参列が出来なくなりましたら、早急に、輪西分教会佐々木（

090-2366-8463まで）まで、お知らせください。

大教会

神殿奉仕、婦人会当番等

　コロナ禍が落ち着きましたので、是非、おつとめ下さるようお願いいたします。

部内巡教

　日程が決まった教会

　大教会長　盛岡(5月12日)、野辺地(5月14日)、八戸(5月15日)

　　　　　　　　五所川原(5月17日)、浪岡(5月18日)、山都一(6月9日)

　　　　　　　　城都(6月10日)、新横須賀(6月11日)、南遠(6月12日)

　　　　　　　　上田(6月13日)

　小野道幸　北烏城(4月5日)、油川(4月14日)、田面木(6月15日)

　石原旬一　眞禮(5月3日)

　工藤寿美　木造(4月13日)、出精(5月8日)

　高橋邦和　陸奥(3月13日)、板柳(4月14日)

　村田　勇　小湊(4月1日)、金木(4月2日)



　田中道弘　青灣(5月6日)、東奥(6月3日)、輪西(6月15日)

　瀬川初人　浄法寺(4月6日)、津軽新城(5月11日)、竹鼻(5月12日)

　相内知昭　輪栄(4月6日)、青北(5月5日)、南金田(6月15日)

　阿部　豊　上南(4月6日)、北富野(5月8日)、東通(5月11日)

　高橋邦之　外ケ濱(4月6日)、野内(5月10日)、南津軽(6月11日)

　赤平治三　東松島(5月11日)

　工藤恒美　馬渕江(5月17日)、國鶴(6月15日)

　森内聖也　宮古(4月3日)、東山田(4月5日)、道(4月12日)

　佐々木誠　三八城(6月8日)、岩手久慈(6月9日)、沼宮内(6月10日)

　巡教員、各教会の方よろしくお願いいたします。まだ決定していない所は今後お

知らせします。

ふとん講の集金

　この度、集金を取りやめました。長い間ありがとうございました。

３月月次祭神殿講話

　准役員　工藤 恒美　陸奥分教会長

祭事部

月次祭のおつとめ奉仕

　おつとめ奉仕役割は、一ケ月前に月報をもって発表しておりますが、連絡なく欠

席をされる方がおられます。止むなく奉仕出来ない場合は、前日までに大教会へ

届け出て下さい。又、地方に当たっている人は、三代真柱様のＣＤに合わせるよう

十分練習をして下さい。



教務部

教養掛研修会

　１月２３日に行われ、２９名の参加者がありました。

登録事項変更申請書

　宮古分教会（２月２２日付）、竹鼻分教会（２月２２日付）では、登録事項変更申請

書を提出しました。

内部改造届

　東通分教会（２月２２日付）では、内部改造届を提出しました。

布教部

５月帰参車両

　立教１８７年５月２２日教会長夫妻おたすけ推進の集い、並びに５月２３日教会長

講習会に合わせて、帰参車両を予定しております。

　大教会往復のマイクロバスと、１０人乗りハイエースを配車予定ですので、帰参さ

れます方は是非ご利用下さい。

　期　　間

　マイクロバス　５月２０日１７時浪岡分発～２４日夜浪岡着

　１０人乗りハイエース　５月２０日１７時野辺地又は八戸発～２４日夜野辺地着又

は八戸着



　※尚、この度は大教会を２４日朝食後に出発になりますので、お間違えの無いよ

うにお願い致します。

　車両御供　往復１５，０００円　　片道８，０００円

　詳細は田面木　森内又は布教部員までお問合せ下さい。

城山ミュンヘン出張所２０２４年１月報告　荒関美智子

　１月の出張所月次祭を、セバスティアンと共につとめました。

　１月１４日、ヨーロッパ出張所にて、教祖１４０年祭に向けての「ようぼくの集い（よう

ぼく一斉活動日）」が開催されましたが、美智子、榎本ひささん、榎本あきとさん、

ルイス・フェルナンデス氏はこの行事にオンラインで参加しました。

　この集いのテーマは、「私たちは如何にして同胞を救うことができるのか？より優

れた傾聴の道とは？」と、いうものでした。その際に重要なこととして議論されたの

は、同胞のことを聞き入れるために親身になって話を聞くこと、彼らの不安にいか

に寄り添って耳を傾けることができるかということでした。そして、同胞の人々が、自

身にふりかかる諸問題に忙殺されているときに、どこまで親神様の思召しを、彼ら

に認識してもらえるのかということも議論されました。これについてヒントになるの

は、「皿に食べ物が一杯盛られているとき、そこにさらに別の食べ物を盛ることはで

きない。まずはその一杯に盛られた皿を空にすることが先決」という譬えでした。

　ミーティングのすべての参加者は、こうした問題に対する立場と可能な解決への

手がかりについて、今後約１ヶ月間議論を交わすことで意見が一致をみました。

城山ミュンヘン出張所２０２４年２月報告　荒関美智子

　　２月の出張所月次祭を、セバスティアンと共につとめました。

　天理大学の永尾比奈夫学長が、大学の国際交流センターの吉田氏と共にミュン

ヘンを訪れ、出張所の神様をご参拝くださいました。永尾先生は引き続いて訪問

されるマールブルク大学においての予定と、両大学の繋がりにおける天理大学の

役割をお話しくださいました。永尾先生が前回ミュンヘンへ来られたのは２０１１年

で、その年にミュンヘンで開催された諸宗教国際平和の集いへ参加が訪問の目

的でしたが、その思い出となる場所も、今回非公式ながら訪れることとなりました。



当時はまだ荒関隆出張所長も健在で、永尾氏のミュンヘン訪問をオーガナイズし

ておりました。永尾先生は、ミヒャエラと彼女の家族との昼食もご一緒してください

ました。２０２４年５月に予定しておりますセバスティアンとのおぢば帰りで、再び永

尾先生とはお会いさせていただくことになろうかと思います。

　さらに、榎本ひささんは３月に家族と共に帰国するため、梶本ひささん、ルイス・

フェルナンデス氏と一緒に、２月２７日に臨時の祭典をすることとなりました。

詰　所

携帯電話導入

　業務の円滑化を図るために導入しました。携帯番号は070-1368-8065です。尚、

主連絡は詰所、固定電話におかけ下さい。

炊事課配食Net申込みについて

　本年４月から食事の申込方法の変更。インターネットを利用し端末から申込む方

法に変更となりました。

　※食事の申込みは利用日の２日前迄です。ご理解ご協力をお願い致します。

婦人会

天理教婦人会第１０６回総会

　日　時　４月１９日（金）９時３０分

　会　場　本部中庭、東西礼拝場、西境内地

　記念行事　支部の集い　



　１８日（木）夕方より十二下り勤修をつとめさせていただきます。

　支部の集い 総会後、真柱様お言葉と会長様ご挨拶を受けての「ふりかえり、ね

りあい」を行います。　　　　　

４月別席強調月間

　初席、中席、おさづけ拝戴予定者を支部長までお知らせください。

青年会

立教187年基本方針

　１月例会で本年の基本方針が発表されました。

　本年の基本方針は　心を澄ます毎日を〜ほこりを減らし、誠を増やす〜　です。

　本年も宜しくお願い致します。

少年会

さんさい誌価格改定と発行月の変更について

　日頃は少年会活動にご尽力くださり、誠にありがとうございます。

　この度、さんさい誌の価格の改定がありました。令和６年度より適用になります。

　さんさい誌　１２０円（税込み）→２２０円（税込み）に変更になります。

　また、発行月の変更があり、それに伴いまして、大教会でのさんさい集金月も変

更になります。詳細は以下の通り。



　春号（４月１日発行）　　３月２１日集金（令和６年の集金及び発行はありません）

　夏号（７月１日発行）　　６月２１日集金

　秋号（１０月１日発行）　９月２１日集金

　冬号（１月１日発行）　１２月２１日集金

　各直轄教会にて取りまとめの程、よろしくお願いいたします。

　なお、少年会からの資料を各教会に配布いたしますので、参考にしてください。

学生担当委員会

立教１８７年春の学生おぢばがえり　チラシ

　日　時　３月２７日　１９時～春Fes

　　　　　　３月２８日　１０時　式典（本部中庭）　式典後　直属アワー

https://tsa.tenrikyo.or.jp/tan/wp-content/uploads/523a2a4a2efdfaf910a3e25669a369bb-2.pdf


ニュース

お守り下附

　２月２４日　呉 宣秀（板柳）３２歳

出直し

　田面木分教会四代会長夫人　故森内伸枝（享年８１歳）さんが、２月７日出直さ

れました。２月１０日通夜祭、１１日告別式が、浪岡分教会長関美佐子斎主のもと

に執行されました。

　ここに生前のおつとめに心からお礼申し上げます。

けいじばん

３月大教会神殿奉仕

　２月２７日　～　３月　１日　八戸

　３月　１日　～　　　　６日　南遠

　 　　　６日　～　　　１１日　上田

　　 　１１日　～　　　１６日　きやま講

　　　 １６日　～　　　２１日　三八城

　　　 ２１日　～　　　２４日　大教会役員、小沼（布）

　　　 ２５日　～　　　２６日　きやま講

　　　 ２７日　～　４月　１日　東山田

　大教会伏せ込みひのきしん　会計部



　修養科始業講習　工藤 恒美、小田 真一郎

　修養科修了講習　小野 道幸

　教養掛　須藤 司（２月２４日　～　３月２８日）

　　　　　　工藤 恒美（３月２４日　～　４月２８日）

３月婦人会当番

　教祖おみやげ、女鳴物、厨房、洗濯当番、詰所ひのきしん

　　岩手久慈、北富野、浪岡　各委員部

　委員伏せ込みひのきしん

　　関 美佐子、蒔田 由美子

　※当番委員部は教祖お土産料３，０００円をお納め下さい。

３月月次祭祭典雅楽

　一、調　子　双　調

　一、曲　目　賀殿急　鳥　急　武徳樂

　　　　　　　　酒胡子　胡飲酒破

春季霊祭祭典雅楽

　一、調　子　盤渉調

　一、曲　目　輪　台　青海波　千秋楽

　　　　　　　　白　柱　越殿楽　蘇莫者破



詰所まなび月次祭

　日　時　３月１０日（日）午後５時から


